
■このチラシの「エネファーム」は家庭用燃料電池コージェネレーションシステム「エネファームtype S」を示しており、これに関する記載内容は大阪ガス供給区域内でのご使用を前提としています。■家庭用燃料電池コージェネレーションシステム「エネファーム
type S」は、都市ガス（13A）およびLPガス（エネアーク関西）仕様です。■「エネファーム」は、ENEOS（株）、東京ガス（株）、大阪ガス（株）の登録商標です。■商品写真についてはラベル等実物とは異なる場合があります。■印刷色のため色調等は多少異なる
ことがあります。■万一、品切れの際はご容赦ください。■商品によっては納品に時間がかかる場合があります。あらかじめ販売店にご確認ください。■詳細はカタログ等をご確認ください。

燃料電池発電ユニットを設置

燃料電池発電ユニット

エネファーム type Sなら家中の
をまかなえます！

余った電気を売電経済性

余剰電力の売電イメージ
1年間のランニングコスト比較

エネファームtype S
+

余剰電力を売電

電力量の約75％

発電連係
リモコン

今お使いの給湯器を利用

最大出力 1,500W

24時間、高効率な発電をキープ
余った電気を、おトクにシェア光熱費を年間約118,000円CUT

さまざまな環境対策と比べても、圧倒的な
CO₂排出削減効果を実現します

約271,０00円/年

光熱費が

約118,000円/年
おトク!

光熱費が

約102,000円/年
おトク!

約255,000円/年 約153,000円/年

床暖房、ミストサウナなどの設置をお考えのお客さまは、エネファームtype Sを
導入すれば、光熱費が年間約118,000円もおトクに。 エネファームtype Sで発電した電気のうち、ご家庭で使われなかった電気を

売ることができます。

※ガス料金と電気料金は、それぞれ大阪ガスと関西電力の2020年5月時点の単価。エネファームtype Sの余剰
　電力買取単価は2020年5月時点の単価。（おトク額は各社の料金が改定された場合等には変動することが
　あります。）※電気料金の「再生可能エネルギー発電促進賦課金」および「再生可能エネルギー買取価格」は
　2020年度時点。

※従来システム（床暖房設置）をエネファームtype Sにした場合。
※1 出典：国土交通省「自動車燃費一覧」を元に大阪ガスにて算出、ガソリン車をハイブリッドカーに買い替え、
　　年間1万km走行した場合。
※2 出典：（一財）省エネルギーセンター「家庭の省エネ大辞典2012年版」のエネルギー削減データを元に
　　大阪ガスにて算出。

年間のCO₂排出削減量

様々な製品が快適に使用できます

照 明
約100W

液晶TV32型
約150W

パソコン
約40W

携帯電話充電
約10W

※合計約300Wの場合、最大9時間利用可能です。
 ・数値は定格消費電力の一例です。実際の消費電力は製品の種類、使用方法により異なります。

停電時にも電力供給で安心。
状況に応じて電力を供給します。

ハイブリッドカー

入浴は間隔をあけずに

アイドリングストップ

冷蔵庫にものを詰め込みすぎない

冷房の設定温度を28℃に

約2.3t-CO2/年

約0.087t-CO2/年※2

約0.040t-CO2/年※2

約0.028t-CO2/年※2

約0.020t-CO2/年※2

エネファームtype S
（余剰電力買取）

約0.65t-CO2/年  ※1

CO₂排出削減量は
杉の木

の植林に相当

約160本
年間

防災性エネファームで発電した電気を、
蓄電池でムダなく活用経済性

さらに

電気が不足する時間帯に使う

蓄電池

エネファーム
での発電量

蓄電池放電
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蓄電池放電

使わなかった電気を売電 大阪ガスに売電できます。
単価についてはご確認ください。

エネファームで発電した電気のうち、使いきれなかった電気を
蓄電池に充電。電力が足りない時間帯に有効活用できます。
さらに使い切れなかった電気を大阪ガスが買取。

環境性 設置性 今お住まいの戸建住宅への後付け設置にも対応
今お使いの給湯器に燃料電池発電ユニットを接続することにより、バック
アップ熱源機を新たに設置することなく、エネファームをお使いいただけます。

売電で
さらにおトク！

エネファームに蓄電池をセットすれば「経済性」・「防災性」がUP！

※京セラ製蓄電池の場合


